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9 月の特集コーナー  

「わくわく雑学」  

 

映画会  

「20 歳（はたち）のソウル」 

(上映時間 137 分 ) 

手軽に読める楽しい  

雑学の本を集めました。  

ぜひお立ち寄りください。 

★  クイズに挑戦！！★  

【今月の問題】  

十五夜の月見だんごの  

数はいくつ？  

※答えが待ちきれない方は→  

前月号の答えは「占いや魔除け」でした。 

 

日時：9 月 26 日（金）  

   13：30 ～  15：30 

場所：明野図書館  視聴覚室  

対象：大人（16 歳以上）（8 名）  

申込：事前申し込み制  

受付：9 月 2 日（火）より  

明野図書館カウンターまたは  

お電話（52-2466）で。  

 

日時：9 月 27 日（土）  
11：00～  

一緒に簡単な工作をしませんか？  
読み聞かせもあるよ！  

９ 月 生 ま れ の 子 を み ん な で お 祝 い   

しよう。お誕生月じゃない子も参加

OK だよ！  
※事前申し込み不要です。  
当日、明野図書館視聴覚室に  
お越しください。  

お誕生日おはなし会  
育児コンシェルジュ  

毎週土曜日  

10:00～14:30 

育児のお悩み相談が出来ますよ  

お子様にオススメの本も紹介します。 

☆おはなし会も開催中☆  

11:00～11:30 
※専門スタッフが対応します。  

小石＆小物にイラストを描いてみよう  

大人のアート  

日時：9 月 21 日（日）  

①  １０：0０～  ②１４：0０～  

場所：明野図書館  視聴覚室  

事前申し込み不要です。  

※2 回とも内容は同じです。  
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「田中正造の足跡を訪れる研修旅行」  

 廣瀬  一彦  

 令和 7 年６月１日（日）の研修旅行は、明野コミュニティセンターの正門前から

目的地に向けて出発した。渡良瀬遊水地の旧谷中村役場跡、田中正造記念館、佐野

市立郷土博物館、惣宗寺、田中正造の墓所を訪れ、最後に雲龍寺、庭田家を訪れた。

それぞれの由緒ある場所で感銘を受けたが、特に、感銘を受けたのは雲龍寺である。

雲 龍 寺 は 、 足 尾 銅 山 鉱 業 停 止 請 願 事 務 所 が 創 設 さ れ た 場 所 で あ る 。  

 田中正造は、幸徳秋水、内村鑑三、毎日新聞社記者の木下尚江など各界の人々と

交流しており、民権運動家であるとともに平和論者の政治家である。田中正造は、

「大日本帝国憲法第 27 条」に基づいて「芦尾銅山鉱毒」の質問書を提出し、生命、

財産等の諸権利を主張し、足尾銅山操業停止と被害民救済を図るべく政府を追及し

たのである。田中正造は日露戦争の前年に、朋友の選挙演説の席上で非戦論を語っ

ており平和論者でもある（「田中正造の立憲主義と平和論」から抜粋）。  

 桐原先生と島田様の行動により雲龍寺本堂の扉が開き本堂内に入ることができ、

田中正造や鉱毒被害地の指導者たちを中心として集会が開かれた闘争本部の畳の上

に立つことができたのである。時代は異なるが、田中正造と同席できた喜びが湧い

てきたのである。  

 鴨居に掲示されている小口一郎の版画の原画を眼にすることができ、請願の押出

しを知らせる本堂脇の半鐘に接することができ、身が締まる想いがしたのである。

雲龍寺での出来事は、今回の研修旅行に於いて特

筆すべきものであった。  

 末文になりましたが、桐原先生を中心として、

白石様、吉田様が雲龍寺本堂で田中正造に会わせ

ていただくスケジュールを立案していただいたこ

とに謝意を申し上げると共に、島田様が本堂の開

扉に結び付く行動を取られたことに謝意を申し上

げます。  

 今回の研修旅行を通じて田中正造の多くを学ん

だことは有意義であった。  

以上  

（ひろせ  かずひこ／  明野郷土史に親しむ会  会長）  

 

郷土・歴史研究会特集 


